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 いつもお世話になっております。早速ながら，「役員賞与の会計処理に関する当面の取扱

い（案）」に関して，実務として会計処理を行う場合について懸念される事項について以下

のとおりご質問させていただきます。お忙しいところ恐縮ですが，何卒よろしくお願いい

たします。 
 

質問１ 「Ⅰ．役員賞与の会計処理（１．個別財務諸表の取扱い）」における「発生した期

間の費用」の考え方（期間対応の問題） 

 
  賞与引当金は賞与の支給対象期間と決算期が一致しないときに，翌期に支払われる賞

与の当期負担分を見積もって計上を行うが，例えば，役員の在任期間が平成１５年６月

末から平成１６年６月末の場合は，平成１６年３月期に費用計上する金額は平成１５年

６月末から平成１６年３月に対応する金額とすべきか。それとも，平成１５年６月末か

ら平成１６年６月末までの１年分を計上してもよいか。 
 
 

質問２ 取締役および監査役に支払った報酬額の開示方法 

  
 ①役員賞与の費用計上を行う場合，営業報告書上の「取締役および監査役に支払った報

酬額」（商法施行規則１０３条１項１０号）において開示するのか否か。 
②上記開示は費用計上（引当計上）ベースで行うのか。それとも現金支出ベースで行う

のか。特に，適用初年度（平成１６年３月期）の営業報告書には，平成１５年３月期

の利益処分（平成１５年６月に現金支出）分と平成１６年３月期の費用計上（引当計

上）分をダブルで開示することになるのか。 
 

 
質問３ 商法２６９条（取締役の報酬）との関係 

 
  役員賞与については，商法２６９条（取締役の報酬）の「報酬」として取り扱われる

ことが考えられる件について，「Ⅰ．役員賞与の会計処理（１．個別財務諸表の取扱い）

の注１」で「引き続き検討する」とあるが，平成１６年３月期決算の処理を行うに際し
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３月末頃までに何らかの見解を公表していただけるのか否か。 
 

以上 
 
 


